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Towards a Recommendation on Open Culture — 2 Pager 


TAROC と は 何で すか ? 


「 オ ー プ ンカ ルチャ ー に 関す る 勧告 に 向け て 」(TAROC, Towards a Recommendation on Open Culture) 
は 、 ク リエ イ テ ィ ブ : コ モン ズ が 主導 する コミ ュ ニ ティ イニ シア チ ブ で 、 オー プン 文化 の 価値 、 目 的 、 メ カ 
ニズム を 目的 と する 、 積 極 的 で 育 定 的 で 影響 力 の ある 国際 的 な 勧告 文書 の 作成 を 支援 する こと を 目 
的 と し て いま す 。 これ に より 、 より 広 範 な 文化 お よび 情報 政策 を 活性 化 お よび 支援 する 手段 と し て 、 
文化 を 世界 的 に オー プン に 共有 する こと に 繋が り ま す 。 現在 「 オ ー プ ンカ ルチャ ー」 の 正式 な 定義 は 
あり ませ ん が 、 文 化 遺 産 や 創作 活動 へ の 広範 か つ 包 括 的 な アク セス を 含む も の と し て 理解 され る も 
の と 考え ます 。 


な ぜ TAROC な の で すか ? 


国連 教育 科学 文化 機関 (UNESCO) は 、 教 育 、 科 学 、 文 化 、 コ ミュ ニケ ーション 、 情 報 の 分 野 に お ける 
国際 協力 を 推進 し て いま す 。 ここ 数 年 、 UNESCO は オー プン 教育 リソー ス と オー プン サイ エン ス に 関す 
る 勧告 を 採択 し まし た が 、 現在 、 オ ナー プン 文 化 を 目的 と する 国際 勧告 は あり ませ ん 。 


Better Sharing、 つ まり 自由 、 倫 理 的 、 公 平 、 包 括 的 、 持 続 可能 、 互 恵 的 、 責 任 あ る 共有 は 、 誰 も が 文 
化 を 楽し め る よう に する た め の 重 要 な 手段 で す 。 2022 年 、UNESCO の メキ シコ シテ ィ MONDIACULT 宣 
言 に より 、 文 化 は 世界 的 な 公共 財 で ある と 認め られ まし た 。 し か し 、 現在 の 政治 状況 は 、 こ の 願望 を 
完全 に 実現 する に は 適し て いま せん 。 


e 世界 中 の 人 々 は 、 現 在 を 理解 し 、 未 来 を 創造 する た め に 、 文 化 遺 産 施設 に 所 蔵 さ れ て いる 
世界 の 文化 遺産 に 効果 的 に アク セス する 権利 を 有する べき で す 。 し か し 、 彼 ら は 現在 、 自 分 
た ちの 伝統 を 体験 し 、 解 釈 し 、 そ れ ら の 伝統 や コミ ュ ニ ティ と つなが る た め に 、 複 数 の 課題 に 
直面 し て いま す 。 


es ギャ ラリ ー、 図 書館 、 ア ー カ イブ 、 博 物 館 (GLAM) を 含む 文化 遺産 施設 (その 多く は 公 的 資金 
で 運営 され て いま す ) は 、 人 々 が 文化 に 触れ 、 持 続 力 の ある 知識 社会 の 構築 に 貢献 で きる 
極め て 重要 な 場所 で す 。 し か し 、 多 く の GLAM は 、 コ レク ショ ン を 保護 、 保 存 、 保 護 す る 取り 組 


み の 一 環 と し て コレ クシ ョ ン を 共有 し た り 、 教 育 、 研 究 、 娯 楽 の た め に 一 般 公開 する な ど 、 デ 
ジタル 世界 で の 使命 を 果たせ て いま せん 。 


オー プン カル チャ ー は これ ら の 課題 を 克服 する 手段 で す 。 人 々 に と っ て オー プン な 文化 を 実現 する こ 
と が 急務 と な っ て いま す 。 オー プン カル チャ ー の 実現 に は 以下 が 必要 だ と 考え ます 。 


e オー プン な 文化 を 最大 限 に サポ ー ト する 法律 、 基 準 、 規 範 、 枠 組み 、 実 践 を 含む グロ ー バ ル 
な 政策 環境 


e オー プン カル チャ ー を 広く 推進 し 、 実 践 する 人 材 
e 公共 、 非 営利 、 オ ー プ ン ソ ー ス ソフ トウ ェ ア 、 技 術 的 、 法 的 、 社 会 的 な オー プン デジ タル イン 
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e GLAM、 ク リエ イタ ー、 オ ー プ ン イ ン フ ラ に 対す る 持続 的 か つ 十 分 な 資金 提供 
TAROC の 目標 は 何で すか ? 


TAROC は 、 よ り 広 範 な 文化 政策 課題 の 目標 を 達成 する た め の 主 要 な 手段 と し て 、 オ ー プ ンカ ル 
チャ ー の 可能 性 を 模索 する 国際 政策 枠組 み と 共同 作業 プロ グラ ム を 構想 し て いま す 。 これ に は 、 以 
下 の 手段 が 含ま れ ま す 。 


e 世界 人 権 宣言 (1948 年 ) に 基づく すべ て の 人 の 基本 的 権利 を 擁護 し ます 。 

o 第 19 条 一 表現 の 自由 と 情報 へ の アク セス 

o 第 27 条 第 1 項 一 地域 の 文化 生活 に 自由 に 参加 し 、 芸 術 を 享受 する こと 
e 文化 、 特 に 文化 遺産 に 関連 する 国連 の 持続 可能 な 開発 目標 (SDGs) を 達成 する 
e 誰 も が 世界 的 な 公共 財 と し て 文化 か ら 恩恵 を 受け られ る よう に する 


e 新しい 創造 性 を 促進 し 、 ア ー テ ィ ス ト の 権利 を 保護 する も の を 含む UNESCO の 手段 を 補完 す 
る 


o 作品 を オー プン に アク セス で きる よう に し た い ク リエ イタ ー や アー ティ スト を サポ ー ト す 
る 


o 誰 も が パブ リッ ク ド メ イン の 文化 遺産 を 認知 、 ア クセ ス 、 共 有 、 使 用 、 再 利用 、 リ ミッ ク 
ス で きる よう に し 、 芸 術 家 の 希望 と 自由 な 選択 に 従っ て 新しい 文化 を 発表 で きる よう 
に する 


e 文化 遺産 の 保存 、 保 護 、 保 護 、 普 及 、 活 用 を 促進 する 
e 障害 の ある 人 々 の 文化 遺産 へ の アク セ シ ビ リティ を 向上 する 


e 先住 民族 の 権利 に 関す る 国連 宣言 (2007 年 ) に 沿っ て 、 若 者 、 女 性 、 先 住民 族 を 含む 疎外 さ 
れ た グル ー プ に 力 を 与え る 


* クリ エイ ター の 公正 な 報酬 と 財政 的 持続 可能 性 の た め の 新 し い モ デル を サポ ー ト する 
e 文化 遺産 と 文化 表現 の 多様 性 の 保護 と 促進 を 強化 する 


e 知識 社会 を 構築 し 、 デ ジタル お よび 新 技術 の スキ ル 学 習 を サポ ー ト し 、 技術 移行 を 通じ て 文 
化 部 門 を サポ ー ト し ます 。 


e 文化 遺産 の 違法 取引 と 戦い 、 文 化 遺 産 の 返還 を 促進 する 

e GLAM と その コレ クシ ョ ン の 持続 可能 な 未来 を 確保 する 

e 思文 化 間 の 対話 と 理解 を 促進 し 、 信 頼 で きる 情報 の 共有 を 促進 する 

e 世界 の 課題 に 立ち 向かう た め 、 文 化 遺 産 と 芸術 に 関連 し た 研究 、 教 育 、 学 習 を 活性 化す る 
e 芸術 、 文 化 、 創 造 性 を 活性 化し 、 私 た ちの 豊か な 生活 を サポ ー ト する 

e 公正 で 民主 的 で 弾力 性 の ある 社会 を 維持 する た め に 、 多様 性 、 包 容 性 、 公 平 性 を 促進 する 


e 公共 投資 に よっ て 文化 遺産 機関 を デジ タル 世界 へ 推進 し 、 継続 的 な 関連 性 、 使 命 の 整合 
性 、 サ ービス の 方 向 性 を 確保 する 


TAROC を 運営 し て いる の は 誰 で すか ? 


私 た ち は 、 ボ ラン ティ ア 、 図 書館 員 、 著 作 権 専門 家 、 人 類 学者 、 ア ー テ ィ ス ト 、 ア ー キ ビス ト 、 ク リエ イ 
ター、 学 者 博物館 学芸 員 、 研 究 者 弁護士 、 社 会 的 活動 家 、 文 人 遺産 機関 /GLAM 実 務 者 、 そ の 他 
文化 遺産 に 関わ る 人 々 で 構成 され る 実践 コミ ュ ニ ティ で す 。 私 た ち は オ ー プ ンカ ルチャ ー の 変革 力 を 
信じ て いま す 。 


クリ エイ ティ ブ - コ モン ズ (CC) は 何 を する の で すか ? 


CC は 2001 年 に 設立 され 、20 年 以上 に わた っ て 文化 へ の アク セス の 先頭 に 立ち 続け て きま し た 。 
2023 年 の TAROC の 創設 以来 、 私 た ち は 次 の こと を 行っ て いま す 。 


CRESYR 一 私 た ち は 、 意 識 を 高め 、 知 識 を 共有 し 、 新 し い 文 化 パ ラダ イム を 構築 する た め の 新 し い ア 
イデ ア を 生み 出す た め の リ ソー ス を 共同 作成 し ます 。 


e オー プン カル チャ ー - 背景 と 背景 
e オー プン カル チャ ー 一 実践 的 な 説明 
e オー プン カル チャ ーー 価値 観 と 原則 
e オー プン カル チャ ー 一 目的 と 結果 


EXCHANGE 一 実生 活 の 経験 を 交換 する た め に 、 グ ロー バル お よび ロー カル な 会 話 を 行う スペ ー ス を 
育成 し ます 。 


COLLABORTEー オー プン カル チャ ー の ボラ ンティア や 支援 者 に 力 を 与え 、 志 を 同じ くす る 個人 、 コ ミュ 
ニテ ィ 、 機 関 、 組 織 、 民間 部 門 、 政 府 間 の コラ ボレー ショ ン を 促進 する ネッ トワ ー ク を 構築 し ます 。 


参加 し ませ ん か ? 


クリ エイ ティ ブ - コ モン ズ - オ ー プ ン - カ ルチャ ー: チ ー ム (info@creativecommons.org) まで ご 連絡 くだ さ 
い 。 
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